
IPCC によって示された部門別の CO2 排出削減ポテンシャル
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インフルエンザの学級閉鎖率

株式会社 円昭（ enshow corporation ）では地球温暖化防止のためCO2排出量削減に取り組む「チーム・

マイナス6％」に参加しています。京都議定書では、地球温暖化を防止するために、2012年までに 1990年比で

6％の温室効果ガス削減を約束しています。 しかし2005年度における日本の温室効果ガスの排出量は、7.8％

上回っており、温暖化対策をより強化する必要があります。微力ですが、将来の地球のためにできることから行

動することを宣言します。

学校校舎における、インフルエンザによる学級閉鎖数を木造、鉄筋コンクリート

造、鉄骨造の違いによって調べたところ、木造校舎では閉鎖率が低いことがわ

かりました。内装を木質にした学校でも、木造校舎並みに閉鎖率が下がっており、

ケガの発生率も下がっています。また、木材が健康に良い影響を及ぼすことは、

動物実験でも確かめられており、マウスを使った実験では、木製の飼育箱（ケー

ジ）で生活するマウスの方が、金属やコンクリートの飼育箱より生存率が高い

結果がでています。体重の変化を見ても同様です。しかし、なぜ？となるとまだ完

全には解明されていません。
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大工道具2（ノミ・カンナ）

友人から紹介された本でした。「吉展ちゃん誘拐事件」が記憶のどこかにあった

ことまでは思い出しましたが、あまりに古い話なのでその内容までは思い出せま

せんでした。しかし、一冊のノンフィクションとなり、高度成長期の真只中であっ

た日本社会の闇、歪んだ人間像を映し出しました。この事件を取材した著者、マ

スコミ、警察、被害者、加害者それぞれの立場からどんな社会背景でこの誘拐

事件が起こったのかが描き出されています。そしてその顛末はいかに・・・。

真実は小説より奇なりと感じた貴重な一冊でした。

構造部分をつかさどる道具・鑿（ノミ）

大工道具の中でも、最も種類が多い道具ノミ。

ノミは構造部分をつかさどる道具で精密さが

要求されるが、人の目に触れる部分で使われ

るわけではないため、その技術の良し悪しは

解体工事をしないかぎり分からない。そのため

時代が流れてわかってくることも多い。

昔はノミは木槌でたたいていたが、木槌は大

きすぎて、ほぞ穴やせまい場所での作業がで

きない。その分精度や作業効率が悪くなるため、

18世紀後半から19世紀には、金槌でたたく

ようになった。また、19世紀まではノミをたたく

姿勢は木材をまたいで行っていた。しかし、安

全性と作業効率を考え、ノミを足の外側にお

いて叩くようになった。

材の仕上げに使われた・鉋（カンナ）

ノミの次に種類の多いカンナは、材の仕上げ

に数多く使われる。槍鉋から台鉋への変化は、

粗削りの材との関係にあり、打ち割り式の製

材（材を縦に割る）（図1）が一般的だった時

代は、材の割れた面が粗く凸凹なので、チョ

ウナで粗削りをして、槍鉋で仕上げるのが一

般的だった。その後、縦引きのノコギリ・オガ

が登場し、製材技術が進化すると材の面の

凹凸が少なくなり、台鉋により美しく仕上げら

れるようになった。

カンナは諸 外

国と同じように

昔は押して使

用していた。引

いて使 用する

ようになった時

代は定かでは

ない。

＜鉋がけについて＞

木材の面を美しく引くことができると表面細

胞が毛羽立たず、撥水効果があり鏡面のよ

うに仕上がる。よって、鉋がけが美しく仕上げ

てある建物は長持ちするといわれている。宮

大工が仕上げると削り花（鉋屑）は5ミクロン

まで薄くなる。まるでストッキングのようだ。

大工道具の歴史を知ることは難しい

大工道具は古いものはほとんど残されていない。

現に、のこぎりは鋳造技術が進んで薄くなっ

たことにより、昔のものはほとんど残っていな

いのだ。そのため、天井裏や床下に忘れ去ら

れた道具や落書きを糸口に、昔の道具や当

時の工法を探っていくことも多い。
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（図1）古代・中世の製材・ノミによる打ち割り製材


